
文字盤に時速計測用のタキメーター（内側）と距離計測用のテレメーター（外
側）と、二つの計測スケールを備えて1939年に発表された、ハンハルトを代表
する傑作“タキテレ”の意匠を再現した復刻版。オリジナルは主にドイツ海軍
砲兵部隊で使用されたと言われ、43年に資材不足により製造中止。48年に製
造が再開されたが、現存する個体は極めて少ない。
■Ref.712.210-001。SS（40㎜径）。10気圧防水。自動巻き（Cal.HAN3703）。
34万5600円。右の時計はオリジナルモデル。クロームメッキ×SS（41㎜径）。
非防水。手巻き（Cal.41）。1940年代製／コレクター私物

パイオニア タキテレ

ギューテンバッハへ帰還した屈指のクロノグラフメーカー

名門ハンハルト日本再上陸
2017年7月。一時、日本から撤退していたハンハルトの日本における本格リ・ローンチが決定した。

ドイツの黒い森でストップウオッチ、そしてクロノグラフを製造し、ドイツの時計史にその名を刻んだハンハルト。
ドイツ屈指の名門ハンハルトとは、どんな存在だったのか。いま改めて、その歴史と現在を見つめてみたい。
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ハンハルト
hanhart

現行ハンハルトの製品を
購入した際に付属するシ
ュリンクレザーをふんだ
んに使用した革のウオッ
チケース。無骨だが高級
感あふれる作りはいかに
もドイツブランドらしい

55 ●商品に関するお問い合わせは、リンクアップ（☎ 075-693-1236）まで



　

ハ
ン
ハ
ル
ト
の
設
立
は
１
８
８
２
年
。
ヨ
ハ

ン
・
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ン
ハ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
と
の

国
境
沿
い
の
街
、
ス
イ
ス
の
デ
ィ
ー
ス
ゼ
ン
ホ
ー

フ
ェ
ン
に
開
い
た
時
計
店
が
は
じ
ま
り
だ
。
創

業
は
ス
イ
ス
だ
っ
た
が
、
１
９
０
２
年
に
は
拠

点
を
ド
イ
ツ
南
部
の
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ェ

ニ
ン
ゲ
ン
へ
移
転
。
以
降
は
ド
イ
ツ
で
時
計
を

製
造
し
、
ド
イ
ツ
屈
指
の
時
計
メ
ー
カ
ー
と
し

て
発
展
。
な
か
で
も
ハ
ン
ハ
ル
ト
が
際
立
っ
て

い
た
の
が
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
や
ク
ロ
ノ
グ

ラ
フ
の
製
造
に
お
い
て
だ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
へ
と
拠
点
を
移
し
た
年
に
生
ま
れ
た

創
業
者
ヨ
ハ
ン
の
息
子
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ユ

リ
ウ
ス
・
ハ
ン
ハ
ル
ト
。
彼
は
20
年
に
は
早
く

も
ハ
ン
ハ
ル
ト
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
加
わ
る
。
彼

の
商
才
が
は
じ
め
て
発
揮
さ
れ
た
の
が
24
年
に

発
表
さ
れ
た
世
界
初
の
廉
価
な
機
械
式
ス
ト
ッ

た
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
“
タ
キ
テ
レ
”
は
特
徴
的
な

ス
タ
イ
ル
か
ら
同
社
の
ア
イ
コ
ン
と
も
な
っ
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
時
、
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
や

海
軍
士
官
が
使
用
し
、
名
を
馳
せ
た
も
の
の
、

終
戦
後
は
フ
ラ
ン
ス
の
占
領
地
域
に
あ
っ
た
二

つ
の
拠
点
の
設
備
は
フ
ラ
ン
ス
軍
に
接
収
さ
れ
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
も
10
カ
月
間
の
投
獄
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
釈
放
後
、
す
ぐ
に
ギ
ュ
ー
テ
ン
バ
ッ

ハ
の
工
場
が
再
建
さ
れ
た
が
、
彼
は
ス
イ
ス
へ

と
逃
れ
、
48
年
に
ス
イ
ス
で
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
の

生
産
を
再
開
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
空
軍
で
は

レ
プ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
海
軍
で
は
タ
キ
テ
レ
が
採

用
。
さ
ら
に
医
者
や
軍
の
職
員
向
け
の
ク
ロ
ノ

グ
ラ
フ
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
も
製
造
。
50
年
代
初
頭

に
は
再
び
体
制
を
整
え
、
ハ
ン
ハ
ル
ト
は
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッ
チ
の
生
産
に
注
力
し
た
。

　

52
年
に
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン

に
ハ
ン
ハ
ル
ト
本
社
が
再
建
さ
れ
る
と
、
54
年
、

フ
ラ
ン
ス
軍
は
ヴ
ィ
ク
サ
名
の
同
社
製
フ
ラ
イ

バ
ッ
ク
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
を
採
用
し
た
。
57
〜
62

プ
ウ
オ
ッ
チ
だ
。
彼
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
っ
た

ら
し
く
、
23
年
に
開
催
さ
れ
た
陸
上
競
技
会
に

参
加
。
こ
の
と
き
主
催
者
が
使
用
し
て
い
た
ス

ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し

た
こ
と
が
彼
を
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
製
造
に
向

か
わ
せ
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
あ
る
。
当
時
、

ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
は
ほ
ぼ
独
占
的
に
ス
イ
ス

製
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
高

価
な
う
え
に
品
質
は
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
ま
ち

ま
ち
。
そ
こ
で
彼
は
関
係
の
あ
っ
た
時
計
メ
ー

カ
ー
と
協
働
し
て
、
ピ
ン
レ
バ
ー
式
の
機
械
式

ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
を
考
案
・
設
計
。
安
定
し

た
品
質
を
備
え
る
廉
価
な
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ

の
開
発
に
成
功
し
た
。
以
降
、
ハ
ン
ハ
ル
ト
は

ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
の
製
造
を
基
盤
に
発
展
し
、

30
年
代
に
入
る
と
生
産
規
模
は
さ
ら
に
拡
大
す

る
。
34
年
に
ハ
ン
ハ
ル
ト
社
は
フ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
・

シ
ュ
ヴ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
か
ら
西
、
現
在
の
本
社
が
あ

る“
黒
い
森
”に
位
置
す
る
街
、ギ
ュ
ー
テ
ン
バ
ッ

ハ
に
第
２
工
場
を
設
立
。
翌
35
年
に
は
ス
プ
リ
ッ

年
に
掛
け
て
は
、
55
年
の
再
軍
備
で
創
設
さ
れ

た
ド
イ
ツ
連
邦
軍
向
け
に
フ
ラ
イ
バ
ッ
ク
ク
ロ

ノ
グ
ラ
フ
の
タ
イ
プ
４
１
７
（
真
鍮
メ
ッ
キ
ケ
ー

ス
の
４
１
７
Ｅ
、
ス
チ
ー
ル
ケ
ー
ス
の
４
１
７

Ｅ
Ｓ
が
あ
り
、
文
字
盤
も
数
種
類
存
在
）
を
製

造
し
、
軍
用
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
製
造
も
本
格
的
に

復
活
。
だ
が
、
62
年
に
軍
納
入
業
者
か
ら
外
れ

る
と
腕
時
計
事
業
か
ら
撤
退
。
以
降
は
、
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッ
チ
専
業
と
し
て
活
路
を
見
出
す
。

　

80
年
代
に
な
る
と
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
息

子
、
ク
ラ
ウ
ス
・
エ
ブ
ル
が
経
営
を
引
き
継
ぐ
が
、

ハ
ン
ハ
ル
ト
が
再
び
腕
時
計
製
造
に
復
帰
す
る

の
は
、
さ
ら
に
10
年
以
上
を
経
た
97
年
。
同
年

８
月
に
フ
ル
ト
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
で
レ
プ
リ
カ
の
復
刻
版
を

２
５
０
０
本
限
定
で
販
売
す
る
と
、
こ
れ
が
瞬

く
間
に
完
売
。
こ
れ
を
機
に
再
び
レ
プ
リ
カ
と

タ
キ
テ
レ
が
、
２
０
０
１
年
に
は
プ
リ
ム
ス
も

復
活
を
遂
げ
る
。
だ
が
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
08
年
に
ス
イ
ス
の
投
資

ト
セ
コ
ン
ド
機
能
付
き
の
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
、

さ
ら
に
毎
時
３
万
６
０
０
０
振
動
で
１
０
０
分

の
１
秒
計
測
を
可
能
に
し
た
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ

チ
も
開
発
。
廉
価
な
だ
け
で
は
な
く
、
複
雑
で

高
精
度
な
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
も
生
産
す
る
屈

指
の
時
計
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
す
る
。

　

そ
し
て
38
年
。
同
社
初
に
し
て
、
ド
イ
ツ
初

の
腕
時
計
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
開
発
さ
れ
た

の
が
Ｃ
ａ
ｌ
・
40
だ
。
こ
の
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
（
後

に
プ
リ
ム
ス
と
呼
ば
れ
る
）
は
ス
タ
ー
ト
、
ス

ト
ッ
プ
、
リ
セ
ッ
ト
を
ひ
と
つ
の
ボ
タ
ン
で
行

う
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
仕
様
だ
っ
た
が
、
翌
39
年
に

は
ツ
ー
プ
ッ
シ
ュ
仕
様
（
後
の
レ
プ
リ
カ
）
の
Ｃ

ａ
ｌ
・
41
や
フ
ラ
イ
バ
ッ
ク
機
構
を
追
加
し
た

Ｃ
ａ
ｌ
・
42
も
登
場
。
同
社
の
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
は
、

そ
の
性
能
を
買
わ
れ
て
ド
イ
ツ
軍
に
採
用
さ
れ

た
。
ま
た
、
意
図
し
な
い
リ
セ
ッ
ト
を
防
ぐ
た

め
に
ボ
タ
ン
を
赤
く
ペ
イ
ン
ト
し
た
“
レ
ッ
ド

プ
ッ
シ
ャ
ー
”、
文
字
盤
に
タ
キ
メ
ー
タ
ー
と
テ

レ
メ
ー
タ
ー
、
二
つ
の
計
測
ス
ケ
ー
ル
を
備
え

会
社
、
ガ
イ
ド
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
資
本
の
も

と
で
新
た
に
ハ
ン
ハ
ル
ト
社
（hanhart A

G

）

を
ス
イ
ス
の
デ
ィ
ー
ス
ゼ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
に
設

立
。
ス
イ
ス
メ
イ
ド
へ
の
転
換
を
図
る
が
、
14
年

に
は
再
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
Ｇ
Ｃ
Ｉ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
（GCI M

anagem
ent 

Consulting Gm
bH

）
へ
と
売
却
さ
れ
、
腕
時
計

事
業
は
す
べ
て
ギ
ュ
ー
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッ
チ
事
業
部
門
（A

. Hanhart Gm
bH 

&
 Co.

）
へ
移
行
さ
れ
る
。
14
年
に
は
ハ
ン
ハ
ル

ト
の
時
計
事
業
を
統
合
す
る
た
め
に
新
た
な
ハ

ン
ハ
ル
ト
社
（Hanhart 1882 Gm

bH

）
が
設
立

さ
れ
、
16
年
に
す
べ
て
の
事
業
が
現
在
の
ハ
ン

ハ
ル
ト
社
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
体
制
を
整
え
た
ハ
ン
ハ
ル

ト
。
17
年
７
月
に
は
ラ
コ
も
手
掛
け
る
リ
ン

ク
ア
ッ
プ
社
と
輸
入
代
理
店
契
約
を
締
結
し
、

ジ
ャ
ー
マ
ン
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
の
名
門
の
日
本
再

上
陸
が
実
現
。
日
本
で
展
開
さ
れ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
の
詳
細
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
解
説
す
る
。

再
び
息
を
吹
き
返
し
た

ジ
ャ
ー
マ
ン
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
の
名
門

スイス北東のライン川沿いにあるディースゼンホーフェンで創業したハ
ンハルト。上の画像は、創業者ヨハン・アドルフ・ハンハルトがディース
ゼンホーフェンの住民に向けて、街の大通りに時計店を開くための施設を
購入したことを宣言した当時の広告。日付けは1882年7月1日とある

ハンハルトのギューテンバッハ工場の外観。写真は1930年代当時のもの。
写真右に見える採光用の窓がいくつも並んでいる建物がそれである。ここ
で数多くのストップウオッチが製造された

右は1952年のハンハルト社カタ
ログの表紙。“ハンハルト＝ストッ
プウオッチ”をわかりやすくアピ
ール。また、ハンハルトは第1回バ
ーゼルワールドにも参加。上の写
真は初めて参加した56年のバーゼ
ルワールドのブースでの写真。中
央に写るのがヴィルヘルム・ユリ
ウス・ハンハルトである

左はハンハルト初のクロノグラフ
ムーヴメント、Cal.40をベースに
ツープッシュ式に改造したCal.41。
ハンハルト製クロノグラフは第2
次大戦時、ドイツ空軍・海軍のパ
イロットや士官に使用された。ど
れほどの数が製造されたかははっ
きりせず、現存数も極めて少ない

写真は現在の拠点となっているハンハルトのギューテンバッハ本社。写真
中央に写る明かりが煌々と輝いているのが本社だ。後ろには黒い森が写
る。建物こそ現代のものとなっているが、1930年代当時のギューテンバ
ッハ工場の写真と比べても、その雰囲気はあまり変わっていない

復刻版タキテレのサイドビュー。風防にフラットなサファイアクリスタルを、ムーヴ
メントはETAのCal.7750をベースに2カウンター仕様に改造した自動巻きクロノグ
ラフを採用するが、左右非対称に設けられたボタンはオリジナルを彷彿とさせる

オリジナルのタキテレのサイドビュー。ガラス風防は強度を保つためにドーム状に膨
らんでいる。注目はボタンの位置だろう。リューズを中心に2時位置のスタート／ス
トップボタンと4時位置のリセットボタンは左右非対称の位置に設けられている

一時はスイスに拠点を置い
たハンハルトだが、経営と
製造がドイツのギューテン
バッハに統合されたことで、
かつてのハンハルトを思わ
せる活気が戻りつつある。
ストップウオッチはもちろ
ん、現在はクロノグラフも
ここで製造されている

1930年代、ニュルブル
クリンクのドイツグラ
ンプリでストップウオ
ッチが使用されるなど、
カーレースとの関係も
深いハンハルト。同社
は2015年にダカール・
ラリー参加チームのス
ポンサーにもなった

創業130年を迎えたのを機にハン
ハルトはギューテンバッハ本社に
隣接する形でハンハルトミュージ
アムを開設した。貴重な同社のア
ーカイブや当時使用されていた機
器を展示し、その歴史をいまに伝
える。ちなみに事前登録があれば
ガイドツアーも組んでもらえる

クロノグラフで名を馳せたかつてのハンハルト機械式復権とともに復活を遂げるハンハルト

復刻版もオリジナル同様に大
振りなリューズを採用。形状
はやや異なるが、薄めに成形
されたラグはオリジナルを彷
彿とさせる（写真左）。右に掲
載したオリジナルでは経年で
失われてしまったが、4時位置
のリセットボタンに施されて
いたレッドペイントを再現

軍用モデルらしくリューズは
操作性を考慮して、ひと際大
振りなものが採用された（写
真右）。シリンダー形ケースの
中央部分に設けられた薄いラ
グは、このタキテレに限らず、
当時製造されたハンハルトの
クロノグラフのケースに共通
するディテールとなっている

hanhart 名門ハンハルト日本再上陸
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スチールのスクリューバックを採用し、ケー
スバックにはコレクション名とモデル名、そ
して型番も刻印される。ラグはオリジナルを
彷彿とさせる、ケース中央部分に設けられた
薄い形状。1〜12までのアワーインデックス
とコブラ針にはスーパ−ルミノバ夜光が塗布
され、暗闇で強力に発光し、視認性は抜群

軍用時計を彷彿とさせる無骨でシンプルなスモールセコンドウ
オッチで、一見大振りに見えるが40㎜と程よいサイズ。アワー
インデックスと針にはスーパールミノバを施し、視認性は良好。
ベゼルはアンティークウオッチに多々見られる手の込んだ逆ア
ールシェープになっており、細かなこだわりが見てとれる

ケースバックはマークⅠと同様のス
クリューバック式。デイト表示があ
るため、6時位置のインデックスがブ
ロックであること以外は夜光も同じ。
ラグの形状はマークⅠの薄いものと
は異なり、ケースと一体となったモ
ダンなスタイルを採用する

パイオニアコレクションとは異なり、ケースバックにはサファイアクリス
タルを採用したシースルーバック仕様。ベゼルは逆回転防止機能付きの本
格ダイバー仕様。ケースサイズは44㎜とやや大振りだが、可動式ラグが
腕へのフィット感を高めてくれるため、着け心地は極めて高い。アワーイ
ンデックスや針に加え、インダイアルにも夜光が施され、視認性も抜群

スムースベゼル仕様レ
プリカのオリジナル。プ
リベンター9の原型と
なったモデルはクロノ
グラフを外したムーヴ
メントを使用したとさ
れる。クロームメッキ×
SS（40㎜径）。非防水。
手巻き（Cal.41）。1940
年代製／コレクター私物

Ref.714.200-011。
42万1200円

Ref.752.200-011。
20万5200円

Ref.721.200-011。
46万4400円

希少なスモールセコンドモデルの復刻版やモダンなプリムスも導入 かつての軍用クロノに範を得た伝統のパイオニアコレクション

1938年、ハンハルト初のクロノグラフとなった
Cal.40を搭載したプリムスの復刻版。レッドペイ
ントを施したプッシャーやコインエッジベゼル、
コブラ針などオリジナルの意匠を忠実に再現。ほ
かのクロノグラフモデル同様、ベースにETAの自
動巻きクロノグラフ、Cal.7750を採用。バリエー
ションとしてアイボリー文字盤をラインナップ。
■Ref.714.210-001。SS（40㎜径）。10気圧防水。
自動巻き（Cal.HAN3601）。42万1200円。右の時
計はオリジナルモデル。クロームメッキ×SS（40
㎜径）。非防水。手巻き（Cal.40）。1940年代製／
コレクター私物

パイオニア マークⅠ

ストップウオッチやクロノグラ
フ専業のイメージが強いハンハ
ルトだが、過去にはシンプルな
スモールセコンドウオッチもわ
ずかに製造した。一説には、戦
時中の資材不足でクロノグラフ
が製造できない代わりに製造さ
れたとされるが定かではない。
いずれにしろ、いまでは非常に
レアな個体となっている。現行
パイオニアコレクションでは、
そんな貴重なスモールセコンド
モデルもオリジナルに着想を得
て復刻されている。
■Ref.752.210-001。SS（40㎜
径）。10気圧防水。自動巻き（Cal.
HAN4112）。20万5200円

パイオニア プリベンター 9

1939年に登場したツープッシュ仕様のCal.41搭載
のレプリカに範を得たモデル。オリジナルに近いデ
ィテールを持つマークⅡ（日本未入荷）と同じよう
に見えるが、ツインコントロールは6時位置にデイ
ト表示を持つほか、ケース形状がマークⅡとは異な
る。また、コインエッジベゼル仕様以外にもスムー
スベゼル仕様がラインナップされているが、こちら
も日本未入荷。マークⅠ同様、アイボリー文字盤が
バリエーションとしてラインナップ。
■Ref.721.210-001。SS（42㎜径）。10気圧防水。
自動巻き（Cal.HAN3809）。46万4400円。左の時
計はオリジナルモデル。クロームメッキ×SS（40
㎜径）。非防水。手巻き（Cal.41）。1940年代製／
コレクター私物

パイオニア ツインコントロール

パイオニアがかつてのプロフェッショナルに向けた伝統のコレクション
であるのに対し、現行のプリムスは現代のプロフェッショナルに向けた現
代的なコレクション。アイコニックなレッドペイントはいかにもハンハル
トらしいが、パイオニアとはまったく趣が異なり可動式のラグやシースル
ーバックなどのモダンなスタイルとデザインを特徴としている。プリムス
コレクションのみ、文字盤にスイスメイド表記を持つが、これはスイスに
拠点を置いていた時期に登場したコレクションゆえである。なお、コレク
ションにはパイロット、レーサー、ダイバーの3タイプがラインナップさ
れているが、日本では現在のところ、ダイバーのみを展開予定。
■Ref.742.270-132。SS（44㎜径）。30気圧防水。自動巻き（Cal.HAN
3809）。51万8400円

プリムス ダイバー

VARIATION

VARIATION

VARIATION
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